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市
で
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
犯
罪
を
防
止
し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
市
内
の
犯
罪
多
発
地
域
に
お
け
る
犯
罪
の
抑
止
お
よ
び

小
学
生
の
下
校
時
等
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
警
備
会
社
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

�
犯
罪
多
発
地
域

　

喜
多
見
駅
・
狛
江
駅
・
和
泉
多
摩

川
駅
周
辺
と
狛
江
通
り
周
辺
の
４
地

区〔
期
間
〕
２
月
１
日
�
か
ら
３
月　
３１

日
�
ま
で
の
毎
日
（
１
日
５
時
間
）

�
各
小
学
校
区

　

各
小
学
校
区
６
地
区
（
二
小
・
七

小
は
２
学
区
で
１
地
区
と
し
ま
す
）

〔
期
間
〕
２
月
１
日
�
か
ら
３
月　
３１

日
�
ま
で
の
休
校
日
を
除
く
毎
日

（
１
日
６
時
間
）

防 犯 チ ェ ッ ク リ ス ト

◎空き巣

短時間の外出でも小まめに鍵を閉
めている。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

外出時は隣近所に一声かけている。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

窓やドアにツーロックで施錠して
いる。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

ピッキングに強いシリンダーを選
び、質の高いものにグレードアッ
プしている。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

◎ひったくり

暗い道は避け、回り道でも明るい
道を選んでいる。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

バッグなどの持ち物は、胸に抱え
たり、車の通る側の手に持たない
など、用心しながら歩いている。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

万が一に備え、防犯ブザーなどの
防犯器具を携帯している。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

自転車の前かごには、ひったくり
防止ネットを付けている。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

パ   
ト   
ロ   
ー   
ル   
内   
容

家 
庭 
で 
で 
き 
る 
防 
犯 
対 
策

増　減平成１５年平成１４年

２　８　６　凶悪犯

Δ６　２９　３５　粗暴犯

Δ７４　１９３　２６７　侵入窃盗

Δ３０　８１４　８４４　非侵入窃盗

４０　３２３　２８３　その他

Δ６８　１,３６７　１,４３５　合　計

 ■狛江市の犯罪認知状況

　

調
布
警
察
署
管
内
で
は
平
成　

年
１５

　

月
末
日
現
在
で
、
昨
年
と
比
べ
刑

１２法
犯
の
発
生
件
数
は
、
全
体
的
に
減

少
傾
向
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
犯
罪
は
多
く

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
下
表
の
中
で
特
に
多
い

侵
入
窃
盗
と
非
侵
入
窃
盗
の
代
表
例

で
あ
る
空
き
巣
と
ひ
っ
た
く
り
に
つ

い
て
、
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、

自
分
の
身
の
回
り
を
ぜ
ひ
確
認
く
だ

さ
い
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
都
内　

市
３９

町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、

交
通
事
故
に
遭
っ
た
時
、
見
舞
金

を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。

　

新
年
度
分
（
４
月
１
日
共
済
開

始
）
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

〔
コ
ー
ス
〕
Ａ
コ
ー
ス
年
額
１
�

０
０
０
円
で
最
高
３
０
０
万
円
、

Ｂ
コ
ー
ス
年
額
５
０
０
円
で
最
高

１
５
０
万
円
の
見
舞
金

※
た
だ
し
１
人
１
口
に
限
り
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕「
加
入
申
込
書
」
に

会
費
を
添
え
て
お
近
く
の
金
融
機

関
（
郵
便
局
を
除
く
）
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〔
加
入
で
き
る
方
〕
市
内
居
住
者

で
、
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
の

あ
る
方

※
小
・
中
学
生
、
消
防
団
員
は
市

の
費
用
で
、
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
。

Ａ
コ
ー
ス
希
望
の
方
は
自
費
で
Ｂ

コ
ー
ス
に
加
入
す
れ
ば
Ａ
コ
ー
ス

に
な
り
ま
す
。

〔
共
済
期
間
〕
４
月
１
日
か
ら
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
。
た
だ
し
、

１７

３１

年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
は
申

し
込
み
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

〔
見
舞
金
対
象
事
故
〕
日
本
国
内

で
発
生
し
た
交
通
事
故
で
、
次
の

交
通
機
関
等
で
身
体
に
傷
を
受
け

た
場
合
（
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
自

動
車
、
電
車
、
汽
車
、
モ
ノ
レ
ー

ル
、
船
舶
、
航
空
機
、
身
体
障
害

者
用
の
車
椅
子
等
）

〔
交
通
遺
児
年
金
〕
義
務
教
育
終

了
前
の
遺
児
の
方
に
は
遺
児
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
申
込
書
は
２
月
中
に
各
戸
に
配

布
予
定
で
す
。
市
内
の
金
融
機
関

（
郵
便
局
を
除
く
）
に
も
配
布
し

ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。　　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課

見舞金額
交通災害の程度等級

Ｂコース
（5００円）

Ａコース
（1,000 円）

１５０万円 ３００万円 死亡
（交通災害を受けた日から 1年以内）１等級

１００万円 ２００万円 重度の後遺障害※注
（交通災害を受けた日から１年以内）２等級

３０万円 ４５万円 入院日数９０日以上の傷害３等級

２０万円 ３０万円 入院日数６０日以上の傷害４等級

１５万円 ２２万円 入院日数３０日以上または
実治療日数１００日以上の傷害５等級

１０万円 １５万円 入院日数２０日以上または
実治療日数５０日以上の傷害６等級

８万円 １２万円 入院日数１０日以上または
実治療日数２５日以上の傷害７等級

５万円 ８万円 実治療日数１０日以上の傷害８等級

３万円 ５万円 実治療日数５日以上の傷害９等級

２万円 ３万円 実治療日数５日未満の傷害１０等級

 ■共済見舞金

※注　身体障害者福祉法施行規則別表第５号に掲げる１級から３級ま
での障害に該当するに至ったときをいいます。
※Ａコース（１,０００円）の３～１０等級の見舞金額は、Bコース（5００
円）に対し、２倍の金額になっていませんので、注意ください。

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
一
緒
に　

ち
ょ
こ
っ
と
サ
イ
ズ
の
た
し
か
な
安
心



広報こまえ　平成１６年（２００４年）２月１日　�
　

平
成　

年
４
月
に
両
校
を
統
合
し

１７

た
新
校
が
第
七
小
学
校
を
仮
校
舎
に

し
て
開
校
し
ま
す
。
約
１
年
半
で
第

二
小
学
校
用
地
に
新
校
舎
を
建
設
し
、

平
成　

年
９
月
を
目
標
に
新
校
舎
で

１８

の
授
業
を
開
始
し
ま
す
。

�
地
域
の
学
校
と
し
て
愛
さ
れ
、

育
っ
て
き
た
両
校
の
長
い
歴
史
と
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
教
育
（
学
校
）

の
実
績
と
成
果
を
飛
躍
さ
せ
、
一
層

充
実
さ
せ
ま
す
。

�
学
校
教
育
は
大
き
な
変
革
期
に
あ

り
ま
す
。

　

ゆ
と
り
の
中
で
基
礎
・
基
本
の
確

実
な
定
着
を
図
り
、
個
性
を
生
か
す

教
育
の
充
実
、
そ
れ
に
応
じ
た
多
様

な
授
業
形
態
の
実
践
、
心
身
障
害
教

育
の
改
革
等
々
、
新
校
設
置
の
機
会

に
前
進
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
通
じ
て
他
の
小
・

中
学
校
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

狛
江
の
学
校
教
育
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�
新
校
に
か
か
る
建
設
費
は
概
算
で

　

億
２
�
６
８
０
万
円
で
す
。

２０※
財
源
内
訳
は
一
般
財
源
１
億
１
�

４
９
０
万
５
�
０
０
０
円
、
国
庫
補

助
４
億
６
�
１
２
９
万
５
�
０
０
０

円
、
起
債　

億
４
�
０
６
０
万
円
、

１４

そ
の
他
１
�
０
０
０
万
円
。

　

大
変
大
き
な
経
費
で
す
の
で
、
シ

ン
プ
ル
で
必
要
な
施
設
が
あ
る
学
校

を
目
標
に
し
て
経
費
の
圧
縮
に
努
め

ま
す
。

�
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
有
機
化
学

物
質
を
徹
底
し
て
抑
制
す
る
設
計
・

施
工
監
理
に
努
め
ま
す
。

�
第
二
小
学
校
の
校
舎
を
全
面
改
築

（
体
育
館
・
プ
ー
ル
は
既
存
）

�
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
を
残
し
、
１
５
０
�

の
ト
ラ
ッ
ク
の
と
れ
る
校
庭

�
児
童
の
生
活
の
場
と
し
て
、
ゆ
と

り
と
潤
い
の
あ
る
空
間
を
つ
く
る

�
少
人
数
指
導
な
ど
多
様
な
学
習
活

動
に
対
応
し
た
オ
ー
プ
ン
教
室

�
学
習
を
支
援
し
、
自
主
的
読
書
や

情
報
収
集
の
で
き
る
図
書
室

�
情
報
化
に
対
応
し
た
施
設

�
施
設
自
体
が
環
境
教
材
と
し
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
な
設
計

�
地
域
と
の
交
流
事
業
、
生
涯
学
習

や
福
祉
事
業
な
ど
へ
の
部
分
開
放
共

同
利
用
が
可
能
な
施
設
と
し
て
整
備

　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

両
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
話
し
合
わ
れ
、
開

校
委
員
会
に
意
見
が
集
約
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
信
号
機

の
設
置
、
街
路
灯
や
路
面
表
示
、
通

行
規
制
等
の
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
開
校
委
員
会
で
整
理
、
検

討
し
、
対
策
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
８
日
�
午
前　

時
か

１０

ら〔
会
場
〕
第
七
小
学
校

狛江第二小学校狛江第二小学校�狛江第二小学校�
●�●�●�

平成１８年度平成１７年度平成１６年度平成１５年度
３２１１２１１１０９８７６５４３２１１２１１１０９８７６５４３２１１２１１１０９８７６５４３２１１２１１１０９８７６５４

基本設計 基本設計

実施設計 実施設計

解体工事
二小解体工事

建築工事 新校舎建築工事

新
校
舎
へ
引
越

委員会等
平成１７年４月校名校章等検討委員会新校開校委員会

七小仮校舎で新校開校

市民説明会

 ■新校施設工事工程表

住 民 基 本 台 帳 人 口地　域

町　名 女男総 数世 帯 数

（６,５９９）６,６１６（６,０１８）６,０２３（１２,６１７）１２,６３９（５,８３５）５,９３９和泉本町

（５,０１４）５,１２６（５,２３７）５,２６９（１０,２５１）１０,３９５（５,０６８）５,１６３中 和 泉

（１,３７９）１,３４６（１,２６５）１,２４３（２,６４４）２,５８９（１,２８０）１,２８１西 和 泉

（１,６３６）１,６７０（１,７８９）１,７５８（３,４２５）３,４２８（１,８３６）１,８３３元 和 泉

（３,２１５）３,１９３（３,０４１）３,０１９（６,２５６）６,２１２（３,４６２）３,４４９東 和 泉

（２,７５０）２,６９０（３,０９４）２,９９８（５,８４４）５,６８８（２,９３７）２,８５４猪 方

（１,９９６）２,０１７（２,１６９）２,１２４（４,１６５）４,１４１（１,８０２）１,７９１駒 井 町

（４,４３４）４,４６１（４,４９９）４,５０８（８,９３３）８,９６９（４,０２９）４,０７８岩 戸 南

（３,６０５）３,６３８（３,５５８）３,５５７（７,１６３）７,１９５（３,７５３）３,７７６岩 戸 北

（３,７０５）３,７２７（３,６９１）３,６９５（７,３９６）７,４２２（３,２２８）３,２６８東 野 川

（３,２１９）３,２５９（３,２４５）３,３０２（６,４６４）６,５６１（２,８２４）２,８６２西 野 川

（３７,５５２）３７,７４３（３７,６０６）３７,４９６（７５,１５８）７５,２３９（３６,０５４）３６,２９４合 計

（人）�

72,000

73,000

74,000

75,000

平成５� ６� ７� ８� ９� １０� １１� １２� １３� １４� １５� １６年�

73,038

73,253

72,868

72,926

72,816
72,682

73,543 73,665 73,741

74,263

75,158

75,239

■町別世帯数・人口　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は昨年同期

 ■年次別人口の推移

 ■新校 （第二小学校） への通学路 （案）

　

新
校
開
校
に
向
け
て
、
昨
年
６
月
「
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会
」（
保
護
者
、
公
募
委
員
、
教
職
員
で

構
成
）
が
発
足
し
、
新
校
の
校
舎
・
施
設
の
基
本
設
計
と
通
学
路

の
安
全
対
策
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
校
舎
・
施
設
の
骨
格

が
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
、
通
学
路
の
安
全
対
策
の
検
討
が
現
在
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

◆
新
校
開
校
ま
で
の
日
程

◆
新
校
開
校
に
向
け
て
の
基
本
姿
勢

◆
施
設
の
概
要
と
特
徴

◆
通
学
路
の
安
全
対
策

◆
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第
七
小
学
校

統
合
新
校
開
校
に
つ
い
て

市の人口と世帯数

女男総数年齢女男総数年齢女男総数年齢

２,０２１１,７２６３,７４７７０�７４３,００３３,４５１６,４５４３５�３９１,３７３１,５６９２,９４２０�４

１,４４５１,１５２２,５９７７５�７９２,３４５２,５５４４,８９９４０�４４１,３６６１,４３９２,８０５５�９

９０６５５７１,４６３８０�８４２,０３５２,１８９４,２２４４５�４９１,３８５１,３５３２,７３８１０�１４

４６９２５９７２８８５�８９２,３８３２,４５８４,８４１５０�５４１,５００１,６６６３,１６６１５�１９

２４２１０４３４６９０�９４２,５７８２,４６７５,０４５５５�５９２,７３０２,９２４５,６５４２０�２４

６９１６８５９５�９９２,６３６２,２３４４,８７０６０�６４３,３９４３,６７２７,０６６２５�２９

１０１１１１００以上２,４４０２,０１６４,４５６６５�６９３,４１３３,６８９７,１０２３０�３４

 ■年齢別人口

　平成 16年 1月 1日現在の住民基本台帳に基づく、年齢平成 16年 1月 1日現在の住民基本台帳に基づく、年齢
別人口、町別世帯数および人口をお知らせします。別人口、町別世帯数および人口をお知らせします。
人口は 7万５,239 人、世帯数は 3万 6,294 世帯、一世　人口は 7万５,239 人、世帯数は 3万 6,294 世帯、一世
帯平均２.１人となっています。帯平均２.１人となっています。
また外国人登録人口は 799 人、外国人世帯数は 405 世　また外国人登録人口は 799 人、外国人世帯数は 405 世
帯となっています。帯となっています。
〔問い合わせ〕市民課〔問い合わせ〕市民課



�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）２月１日

皆さんの声を手紙・ファクス等でお寄せください。広聴ファクス� （３４８０） ８０８０

　

保
健
師
と
栄
養
士
が
、
健
康
や
食

事
な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の
結
果
票

な
ど
が
あ
れ
ば
、
健
康
状
態
が
把
握

で
き
ま
す
の
で
、
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
日
時
〕
２
月　

日
�
・　

日

１２

２６

�
午
前
９
時　

分
か
ら　

時　

分
ま

３０

１１

３０

で〔
会
場
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
、
ど
こ
の
健
康
保
険
に
も
入
っ
て

い
な
い
方
、
世
帯
の
異
動
等
、
別
表

の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
を

持
っ
て
届
け
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
を

や
め
た
日
の
翌
日
（
届
け
出
た
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
か
ら
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
ま
た
、
保
険
税
も
そ
の

日
ま
で（
最
大
３
年
間
）さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

平
成　

年
・　

年
度
の
保
育
園
給

１６

１７

食
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る
業
者
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕
２
月
２
日
�
か
ら　
１６

日
�
ま
で

〔
提
出
書
類
〕
申
請
書
・
営
業
概
要

表
・
営
業
許
可
書
の
写
し

※
前
年
度
に
引
き
続
き
納
入
希
望
の

方
は
、
保
育
園
で
申
請
書
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

　

最
近
、
高
額
な
料
金
を
請
求
す
る

不
適
切
訪
問
点
検
の
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
連

絡
が
来
た
業
者
の
社
名
や
連
絡
先
、

担
当
者
の
身
分
証
明
書
を
提
示
さ
せ
、

契
約
業
者
で
あ
る
か
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
不
信
な
時
は
は
っ

き
り
と
点
検
を
拒
否
し
て
、
す
ぐ
に

消
防
署
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

▽
第
１
分
科
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

１６

ら〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

▽
第
２
分
科
会

〔
日
時
〕
２
月
３
日
�
午
後
７
時
か

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

▽
第
３
分
科
会

〔
日
時
〕
２
月
６
日
�
午
後
７
時
か

ら〔
会
場
〕
３
０
４
会
議
室

▽
第
４
分
科
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

１０

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

▽
第
５
分
科
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

１９

ら〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

▽
第　

回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

１７

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
６
時
か

１０

ら〔
会
場
〕
第
七
小
学
校

▽
第　

回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

１８

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
６
時
か

２４

ら〔
会
場
〕
第
二
小
学
校

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
か

２４

１０

ら〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
２
委
員
会

室〔
案
件
〕
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
に
係
る
都

市
計
画
決
定
の
東
京
都
案
ほ
か

〔
申
込
方
法
〕
往
復
は
が
き
に
「
都

市
計
画
審
議
会
傍
聴
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
２
月
９
日
�
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
者
と
し
て
決
定
し
た
方
に
は
、

決
定
通
知
を
送
り
ま
す
。
な
お
定
員

７
人
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
計
画

課
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時　

２９

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁
会
議
室

※
事
前
抽
選
に
よ
り　

人
ま
で
傍
聴

１５

可
。審
議
案
件
の
照
会
は
、都
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ （h

ttp://w
w
w
.m
etro.

tokyo.jp

）
ま
た
は
都
庁
都
市
計
画

課
へ
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
２
月　

日
�
（
必

２７

着
）
ま
で
に
〒
１
６
３
�
８
０
０
１

東
京
都
都
市
計
画
局
都
市
計
画
課
�

（
５
３
８
８
）
３
２
２
５
へ
。

手続きに必要なものこんなときは手続きを

転出証明書（すでに国保に加入して
いる家族がいる場合は保険証）他の市町村から転入してきたとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた証明書
（すでに国保に加入している家
族がいる場合は保険証）

職場の健康保険をやめたとき
（退職したとき）または扶養家
族でなくなったとき

保険証、母子健康手帳、振込先
の口座のわかるもの、印鑑子どもが生まれたとき

生活保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

年金証書、保険証

厚生年金、共済年金の老齢（退
職）年金を受けることになった
ときおよびその被扶養者になっ
たとき

退
職
者
医
療
制
度

に
該
当
し
た
と
き

保険証他の市町村へ転出するとき国
保
を
や
め
る
と
き

国保および新たに入った健康保
険の保険証

職場の健康保険に加入したとき、
またはその扶養家族になったとき

保険証、印鑑死亡したとき

保険証、生活保護決定通知書生活保護を受けるようになった
とき

保険証氏名・住所・世帯主などが変
わったときそ

の
他 使えなくなった保険証があるとき

は、その保険証
 保険証をなくしたり、汚れて使え
なく　 なったとき

�
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第
七
小
学

校
新
校
開
校
委
員
会

�
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会

�
第
１
６
２
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

第
２
・
４
木
曜
日
は
国
保
加

入
者
の
た
め
の
健
康
相
談

国
民
健
康
保
険
の
変
更
は　
１４

日
以
内
に

保
育
園
給
食
物
資
納
入
業
者

の
登
録

消
火
器
等
の
訪
問
点
検
に
ご

注
意
を

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
保
守
点
検
の
た
め
施
設
予

約
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
停
止
期
間
〕
２
月
７
日
�
午
後
９
時
ご
ろ
か
ら
８
日

�
午
前
９
時
ご
ろ
ま
で

〔
対
象
と
な
る
施
設
〕
中
央
公
民
館
・
西
河
原
公
民
館
・

市
民
総
合
体
育
館
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
体
育
施

設
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
公
民
館
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１ 施

設
予
約
サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

平  
成  　
  
年  
度  
市  
職  
員  
募  
集

16

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
中
に
職
員
に
欠
員
が
生
じ
た

１６

と
き
補
充
す
る
た
め
の
採
用
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔
職
種
〕
給
食
調
理

〔
受
験
資
格
〕
�
中
学
校
卒
業
以
上
の
方
�
昭
和　

年
４６

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
。
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

地
方
公
務
員
法
第　

条
（
欠
格
条
項
）
に
該
当
す
る
方

１６

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

〔
募
集
人
員
〕
２
人

〔
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間
〕
２
月
２
日
�
か
ら　

日
１２

�
ま
で
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間

３０

に
職
員
課
で
配
布
し
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
） 。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
提
出
書
類
〕
�
所
定
の
受
験
申
込
書
�
最
終
学
歴
の

卒
業
証
明
書
と
成
績
証
明
書

〔
第
一
次
試
験
日
〕
２
月　

日
�

２２

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

�
第
８
回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
市

民
会
議

施設予約専用端末

み
の
参
加
は
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
力
と
な
り
ま
す
。
狛
江
で
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
狛
江

市
消
防
団
は
じ
め
住
民
の
自
主
的
な

防
犯
、
防
災
活
動
が
盛
ん
だ
か
ら
こ

そ
、
よ
り
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

市
も
、
今
日
か
ら
駅
周
辺
や
通
学

が
増
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

狛
江
で
は
、
昨
年
交
通
事
故
や
犯

罪
の
発
生
件
数 （
本
号
１
面
参
照
）が

か
な
り
減
り
、
火
災
発
生
件
数
も
前

年
の　

件
か
ら　

件
に
減
少
し
ま
し

３２

２２

た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
連
続
１
�

３
６
３
日
間
（
１
月　

日
現
在
）
ゼ

２２

ロ
を
続
け
て
お
り
、
狛
江
の
安
全
に

　

先
日
、
広
報
こ
ま
え
に
市
民
意

識
調
査
報
告
を
載
せ
ま
し
た
。
行

市
長
コ
ラ
ム　
８４

い
と
評
価
す
る
市
民
が　

％
増
え
、

１１

全
体
の
３
分
の
２
を
占
め
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
将
来
期
待
す
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、「
災
害
や
犯
罪
の

な
い
安
全
な
ま
ち
」
が
ト
ッ
プ
で

し
た
。
凶
悪
な
事
件
や
痛
ま
し
い

火
災
が
全
国
で
相
次
ぎ
、
不
安
感

政
課
題
を
つ
か
む
た
め
、
５

年
毎
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

前
回
よ
り
、
狛
江
は
住
み
よ

誇
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

調
布
警
察
署
や
狛
江
消
防
署
の
不

断
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

日
ご
ろ
か
ら
住
民
の
交
流
が
あ
り
声

を
か
け
あ
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
犯

罪
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、

防
災
訓
練
へ
の
地
域
や
事
業
所
ぐ
る

い
ま
す
。
安
全
は
市
政
運
営
の
根
本

で
あ
り
、
次
の
意
識
調
査
で
は
「
安

全
の
満
足
度
」
が
も
っ
と
高
ま
る
よ

う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

路
を
中
心
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
開
始
し
、消
防
団
ポ
ン
プ

車
の
更
新
等
も
順
次
進
め
て

災
害
や
犯
罪
の
な
い　
　
　

　
　
　
　
　

安
全
な
ま
ち
へ
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■
募
集
市
民
農
園
の
概
要

〔
名
称
〕
い
ず
み
ほ
ん
ち
ょ
う
農

園〔
場
所
〕
和
泉
本
町
四
丁
目
１
番

先〔
区
画
数
〕
一
般
世
帯　

区
画
、

２９

シ
ル
バ
ー
世
帯　

区
画

１０

〔
区
画
面
積
〕　

・
５
�

１７

〔
１
区
画
あ
た
り
年
間
管
理
料
〕

一
般
世
帯
８
�
７
５
０
円
、
シ
ル

バ
ー
世
帯
６
�
１
２
５
円

〔
使
用
期
間
〕
４
月
１
日
か
ら
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
の
２
年
間
。

１８

３１

た
だ
し
、
２
年
間
に
限
り
更
新
可

能〔
抽
選
日
・
時
間
〕
２
月　

日
�

１６

午
前　

時
か
ら

１０

〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議

室※
申
込
者
に
は
、
後
日
結
果
を
通

知
し
ま
す
。
当
選
し
た
方
は
、
３

月　

日
�
に
行
う
説
明
会
に
参
加

２７
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
条
件

〔
一
般
世
帯
区
画
〕
�
狛
江
市
に

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

�
申
請
者
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と

�
利
用
者
は
世
帯
主
本
人
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
構
成
員
に
限
る

�
一
世
帯
一
区
画

�
現
在
、
他
の
市
民
農
園
を
使
用

し
て
い
な
い
世
帯

�
利
用
期
間
内
に
継
続
し
て
農
園

の
維
持
・
管
理
の
で
き
る
世
帯

〔
シ
ル
バ
ー
世
帯
区
画
〕
前
記
�

か
ら
�
の
条
件
に
加
え
て
、
年
齢

条
件
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
者
（
世
帯
主
）
お
よ
び
世

帯
構
成
員
全
員
が
、
昭
和　

年
３

１４

月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
満

３１

　

歳
以
上
）
か
ら
な
る
世
帯

６５■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
（
一
世
帯
１
枚
に

限
る
）
で
、
記
入
例
の
と
お
り
明

記
し
、
産
業
生
活
課
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
２
月
９
日
�
ま
で
の

消
印
有
効
） 。

※
一
世
帯
か
ら
の
複
数
申
し
込
み

は
、
す
べ
て
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
空
き
待
ち
の
登
録
を
し
て

い
る
世
帯
が
今
回
申
し
込
み
を
す

る
と
、
そ
の
空
き
待
ち
の
資
格
は

無
効
に
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

市

民

農

園

の

利

用

者

募

集

往信�

返信�
１希望農園名�
２希望区画種類�
　　一般またはシルバー�
３世帯主の氏名（フリガナ）�
　※生年月日（シルバー世帯区画�
　　　　　　　希望の場合のみ必ず記入）�
４住所�
５電話番号�
６世帯構成員氏名（フリガナ）�
　※生年月日（シルバー世帯区画�
　　　　　　   希望の場合のみ必ず記入）�

２０１�８５８５�

世
帯
主
の
住
所�

世
帯
主
の
氏
名�

市民農園申込書�

※返信と往信に記入漏れがないか確認ください�

狛
江
市
和
泉
本
町�

　
一
丁
目
１
番
５
号�

狛
江
市
役
所�

　
産
業
生
活
課�

　
　
　
　
　
宛
て�

何
も
書
か
な
い
で�

　
　
　
　
く
だ
さ
い�

　

平
成　

年
度
市
民
税
･
都
民
税
の
申
告
と
、
平
成　

年
分
所
得
税
の
確

１６

１５

定
申
告
の
時
期
を
む
か
え
ま
す
。

　

申
告
期
間
は
、
２
月　

日
�
か
ら
３
月　

日
�
ま
で
で
す
（
土
・
日
曜

１６

１５

日
を
除
く
） 。

   
申
告
期
間
中
は
申
告
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
相
談
と
申
告

は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
税
・
都
民
税
と
所
得
税
の
申
告
と
相
談
に
は
、
お
車
で
の
来
場
は

遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

所

得

税

所　
　
　

得　
　
　

税

■
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
狛
江

１６

市
に
居
住
し
、
次
に
該
当
す
る
方

▽
年
金
受
給
者
で
確
定
申
告
の
必
要

の
な
い
方

▽
給
与
か
ら
市
民
税
・
都
民
税
が
天

引
き
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
給
与
所
得
の
み
で
前
年
中
に
退
職

し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
方

▽
市
外
に
居
住
し
、
市
内
に
事
業
所
、

事
務
所
ま
た
は
家
屋
敷
を
お
持
ち
の

方▽
確
定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

■
お
願
い

　

前
年
中
に
収
入
の
な
い
方
で
も
、

次
に
該
当
す
る
方
は
申
告
が
必
要
で

す
。

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方▽
非
課
税
証
明
書
の
必
要
な
方

▽
同
居
し
て
い
な
い
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方

▽
だ
れ
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い

方

■
申
告
が
不
要
な
方

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

▽
勤
務
先
か
ら
市
民
税
・
都
民
税
を

給
与
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

■
申
告
に
必
要
な
も
の

▽
市
民
税
・
都
民
税
申
告
書

▽
認
印

▽
所
得
や
経
費
の
わ
か
る
も
の

▽
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
な
ど

の
領
収
書
や
証
明
書

■
申
告
場
所
と
相
談
は

　

課
税
課
市
民
税
係
（
市
役
所
２
階

７
番
カ
ウ
ン
タ
ー
）

　

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時　
３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

▽
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地

等
の
譲
渡
所
得
等
が
あ
る
方
で
、
所

得
金
額
の
合
計
額
が
、
配
偶
者
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
方

▽
給
与
所
得
が
あ
る
方
の
場
合

�
給
与
の
収
入
金
額
が
２
�
０
０
０

万
円
を
超
え
る
方

�
給
与
以
外
の
所
得
が　

万
円
を
超

２０

え
る
方

�
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
方

▽
土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
所
得
の
あ

る
場
合

　

譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
を
受
け

た
結
果
、
税
金
が
か
か
ら
な
い
方
も
、

確
定
申
告
は
必
要
で
す
。

■
給
与
所
得
の
み
の
方
で
確
定
申
告

を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
方

�
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

�
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
で
取

得
し
た
方

�
前
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調

整
を
受
け
て
い
な
い
方

�
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方

�
特
定
の
寄
附
金
を
支
払
っ
た
方

�
年
末
調
整
時
に
各
種
控
除
の
申
告

漏
れ
の
あ
っ
た
方

▽
申
告
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

の
ほ
か
、
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
所

得
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
や

領
収
書

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
方
（
取
得
の
場
合
）
は
、
住
民
票

の
写
し
、
建
物
・
土
地
の
登
記
簿
謄

本
（
登
記
事
項
証
明
書
） 、
売
買
（
請

負
）
契
約
書
の
写
し
、
住
宅
取
得
資

金
に
係
る
年
末
残
高
証
明
書
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
必
要
な
添
付
書
類
が
な
い

と
き
や
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
っ

た
と
き
な
ど
は
、
還
付
金
の
支
払
い

が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

　

還
付
申
告
は
、
２
月　

日
�
以
前

１３

で
も
提
出
で
き
ま
す
。

■
広
域
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

　

還
付
の
申
告
を
す
る
方
は
、
税
理

士
会
と
の
共
催
に
よ
る
「
広
域
還
付

申
告
セ
ン
タ
ー
」
で
、
申
告
書
の
受

け
付
け
や
申
告
書
用
紙
の
配
布
、
申

告
書
の
書
き
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

▽
東
京
駅
日
本
橋
口　

２
月
２
日
�

か
ら　

日
�
ま
で

１３

▽
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー　

２
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま

１９

２７

で  
　

両
会
場
と
も
土
・
日
曜
日
を
除
く

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
１

時
か
ら
５
時
ま
で
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
会
場
で
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
の
税
金

　

平
成　

年
中
に
１
１
０
万
円
を
超

１５

え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
方
は
贈

与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▽ 
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除

　

婚
姻
期
間
が　

年
以
上
の
夫
婦
の

２０

間
で
居
住
用
不
動
産
の
贈
与
が
あ
っ

た
と
き
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

れ
ば
、
基
礎
控
除
１
１
０
万
円
の
ほ

か
に
最
高
２
�
０
０
０
万
円
ま
で
の

配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽ 
住
宅
取
得
資
金
等
の
贈
与
の
特

例
　

父
母
や
祖
父
母
か
ら
住
宅
取
得

（
増
改
築
）
資
金
の
贈
与
を
受
け
た

と
き
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
、
１
�
５
０
０
万
円
ま
で
の
部

分
に
つ
い
て
、
贈
与
税
の
軽
減
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
特
例
を
受
け
る
と
、

５
５
０
万
円
ま
で
の
住
宅
取
得
（
増

改
築
）
資
金
の
贈
与
に
つ
い
て
贈
与

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
特
例
を
受
け

る
場
合
に
は
、
贈
与
税
の
申
告
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
と
納

税
は
、
２
月
２
日
�
か
ら
３
月　

日
１５

�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
で
す 
。

税
の
申
告
は
お
早
め
に

税 
の 
申 
告 
は 
お 
早 
め 
に 

確定申告書の提出と相談は

　武蔵府中税務署では、２月２２日�・２９
日�に限り、所得税および個人消費税の確
定申告書・贈与税の申告書作成のアドバイ
スおよび申告書の受け付けを行います（そ
の他の業務は行っていません） 。
〔問い合わせ〕

武蔵府中税務署 �０４２ （３６２） ４７１１

パソコンで確定申告書の作成を

　国税庁のホームページ（所得税の確定申
告書作成コーナー）で所得税の確定申告書
の作成 （検算） を行うことができます。
〔国税庁ホームページアドレス〕
　　http://www.nta.go.jp
〔東京都国税局ホームページアドレス〕
　　http://www.tokyo.nta.go.jp

市

民

税

・

都

民

税

市  
民  
税  
・  
都  
民  
税
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指
針
は
「
狛
江
市
市
民
参
加
と
市

民
協
働
に
関
す
る
審
議
会
」
に
検
討

を
ゆ
だ
ね
、
４
回
の
会
議
と
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
針
は
３
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ

て
お
り
、
�
は
「
市
民
参
加
と
市
民

協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
条
件

の
整
備
」
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、〔
担
当
部
署
の
独
自
の
基
本

的
事
項
〕
と
し
て
は
、
実
施
要
綱
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
行
政
情
報
の

収
集
・
整
理
・
公
表
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
条
例
に
関
す
る
配
布
資
料
の

作
成
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。〔
市
職

員
・
庁
内
に
向
け
た
基
本
的
事
項
〕

と
し
て
は
、
資
料
配
布
や
研
修
等
に

よ
り
条
例
の
内
容
を
市
職
員
に
周
知
。

各
部
署
が
独
自
に
参
加
・
協
働
情
報

を
公
表
・
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を

定
め
て
い
ま
す
。〔
市
民
・
市
民
活
動

団
体
に
向
け
た
基
本
的
事
項
〕
と
し

て
は
、
広
報
・
説
明
会
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
で
、
条
例
の
趣
旨
や
内
容
に
つ

い
て
周
知
。
市
民
が
日
ご
ろ
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
多
様
な
学
習

と
情
報
提
供
の
機
会
を
用
意
。
市
民

協
働
課
を
中
心
に
新
た
な
課
題
に
対

し
て
解
決
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

�
は
２
つ
に
分
か
れ
、
�
―
Ａ
は

「
市
民
参
加
の
推
進
」
を
、
�
―
Ｂ

は
「
市
民
協
働
の
推
進
」
を
そ
れ
ぞ

れ
定
め
て
い
ま
す
。

　

�
―
Ａ
〔
条
例
に
定
め
の
あ
る
市

民
参
加
の
手
続
き
〕
と
し
て
は
、
市

民
委
員
の
参
加
促
進
・
議
事
録
公
表

や
傍
聴
方
法
を
工
夫
し
、
透
明
性
の

あ
る
会
議
運
営
を
目
指
す
。
公
募
市

民
委
員
や
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
経

た
後
、
さ
ら
に
幅
広
く
市
民
の
意
見

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見

提
出
制
度
）
の
手
続
き
を
実
施
。
市

の
将
来
に
か
か
わ
る
重
要
事
項
の
政

策
の
立
案
・
実
施
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
も

な
お
市
民
の
意
見
が
大
き
く
分
か
れ

る
場
合
は
、
公
聴
会
の
手
続
き
を
実

〔
申
込
資
格
〕
�
都
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
方
�
同
居
親
族
（
内
縁
、

婚
約
者
を
含
む
）
の
い
る
方
（
単
身

者
不
可
）
�
都
が
定
め
る
収
入
基
準

の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
�
確
実
な
連

帯
保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
方
（
法
人

管
理
型
都
民
住
宅
を
除
き
、
保
証
会

社
の
利
用
も
可
）

〔
申
込
期
間
・
申
込
用
紙
販
売
期
間
〕

２
月　

日
�
ま
で

１２

〔
申
込
用
紙
販
売
場
所
〕
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
�（
３
４
０
９
）

２
２
４
４

第　

回
公
社
賃
貸
住
宅
（
都
民

２６
住
宅
）
あ
き
家
入
居
者
（
待
機

者
）
募
集

　

東
京
都
で
は
、「
東
京
都
特
別
工
業

地
区
建
築
条
例
」
を
４
月
１
日
付
け

で
廃
止
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
京
の

産
業
力
強
化
の
視
点
か
ら
、
都
内
一

律
に
行
っ
て
き
た
製
造
業
等
の
立
地

に
関
す
る
規
制
を
廃
止
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
企
業
の
活
力
増
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

本
条
例
廃
止
後
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
区
市
町
に
お
い
て
対
応
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
市
で
は
、

東
京
都
の
意
向
を
受
け
て
検
討
し
た

結
果
、
現
在
、
工
場
等
設
置
に
関
し
、

良
好
な
環
境
を
確
保
す
る
規
制
措
置

も
き
め
細
か
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
急
速
な
技
術
革
新
に
伴
っ
て
業

種
の
変
更
も
著
し
く
、
業
種
の
特
定

や
面
積
規
制
を
行
う
現
行
制
度
に
も

限
度
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
新
た
な

規
制
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
近
く
、

狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
す

る
予
定
で
す
。
市
で
規
制
の
廃
止
が

予
定
さ
れ
る
地
区
は
３
カ
所
で
す
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

特
別
工
業
地
区
（
第
二
種
特
別

工
業
地
区
）
の
廃
止

〔
募
集
案
内
配
布
期
間
〕
２
月
２
日

�
〜　

日
�

１０

〔
場
所
〕
都
庁
、
区
・
市
役
所
、
町
・

村
役
場
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募

集
セ
ン
タ
ー
・
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

※
な
お
、
２
月
７
日
�
・
８
日
�
午

前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
、
都
庁
第

３０

一
本
庁
舎
１
階
（
北
）
お
よ
び
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
ま
す
。

〔
申
込
受
付
期
間
〕
す
べ
て
郵
送
で
、

２
月　

日
�
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局

１３

（
ポ
イ
ン
ト
方
式
は
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
）
に
届
い
た

も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。　

〔
申
込
資
格
〕
�
都
内
に
引
き
続
き

３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
。
た

だ
し
、
ポ
イ
ン
ト
方
式
の
車
い
す
使

用
者
世
帯
、
多
家
族
世
帯
向
に
つ
い

て
は
、
申
込
時
点
で
都
内
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
が
住
民
票
等
で
証
明
で

き
れ
ば
申
し
込
み
で
き
ま
す
�
所
得

が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ
と

�
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
�（
３
４
９
８
）

８
８
９
４
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

都
営
住
宅
（
単
身
者
向
・
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
方
式
）

の
入
居
者
募
集

施
。
公
聴
会
等
の
手
続
き
を
と
っ
て

も
な
お
政
策
決
定
の
判
断
を
下
す
こ

と
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

市
長
は
市
民
投
票
の
実
施
を
市
議
会

に
提
案
。
説
明
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま

た
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
等
の
活
用
等
に
つ
い

て
定
め
て
い
ま
す
。〔
条
例
に
定
め
の

な
い
市
民
参
加
の
手
続
き
〕
と
し
て
、

市
長
へ
の
手
紙
、
市
長
と
語
る
会
等

の
市
民
参
加
の
機
会
を
充
実
・
普
及
、

必
要
に
応
じ
て
新
た
な
手
法
を
試
み

る
。
各
部
局
の
通
常
の
行
政
活
動
に

お
い
て
市
民
の
意
見
を
求
め
る
こ
と

が
必
要
と
判
断
し
た
と
き
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

積
極
的
に
行
う
等
に
つ
い
て
定
め
て

い
ま
す
。〔　

歳
未
満
の
市
民
の
参

２０

加
〕
で
は
、
青
少
年
や
子
ど
も
の
生

活
に
密
接
に
関
係
し
た
政
策
の
立

案
・
実
施
・
評
価
に
つ
い
て
、
関
係

す
る　

歳
未
満
の
青
少
年
等
の
参
加

２０

を
促
し
、
そ
の
参
加
方
法
は
十
分
に

配
慮
・
工
夫
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

〔
学
習
の
機
会
や
情
報
の
提
供
〕
は
、

市
民
参
加
の
実
施
に
あ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
手
続
き
の
方
法
や
課
題
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
、
適
宜
、
市
民
に

提
供
。
市
民
参
加
を
効
果
的
に
実
施

す
る
た
め
、
行
政
評
価
制
度
の
活
用

も
含
め
、
行
政
情
報
を
、
多
様
な
媒

体
を
と
お
し
て
市
民
に
公
表
・
提
供

す
る
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

�
―
Ｂ
〔
市
民
活
動
団
体
の
活
動

支
援
〕
と
し
て
は
、
先
駆
的
な
活
動

に
対
し
、
公
募
と
公
開
審
査
に
よ
る

資
金
助
成
を
行
う
。
活
動
の
場
を
分

野
を
問
わ
ず
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
市
民
活
動
団
体
が
使

用
で
き
る
機
材
等
を
充
実
。
併
せ
て
、

既
存
の
公
的
施
設
の
拡
充
や
再
使
用

に
よ
る
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
市
民
活

動
情
報
誌
「
わ
っ
こ
」
を
市
民
活
動

団
体
が
よ
り
一
層
自
由
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
公

益
活
動
を
行
う
団
体
が
情
報
誌
発
行

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
場
合

に
、
一
定
の
範
囲
内
で
協
力
。
ま
な

び
講
座
や
公
民
館
事
業
等
を
活
用
し

て
研
修
・
交
流
の
機
会
を
充
実
、
市

民
公
益
活
動
を
行
う
団
体
が
独
自
に

行
う
研
修
・
交
流
事
業
に
対
し
て
、

共
催
や
後
援
を
行
う
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。〔
市
民
公
益
活
動
を
行
う
団

体
の
行
政
活
動
へ
の
参
入
機
会
の
拡

大
〕
と
し
て
は
、
市
民
公
益
活
動
を

行
う
団
体
の
参
入
が
望
ま
し
い
分
野

を
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て
明
確

に
す
る
。
詳
細
情
報
を
適
宜
登
録
団

体
に
提
供
し
、
各
担
当
部
署
を
通
じ

て
参
入
の
呼
び
か
け
。
参
入
団
体
決

定
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
民
公

益
活
動
を
行
う
団
体
の
も
つ
能
力
が

十
分
活
か
せ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、

企
画
コ
ン
ペ
等
に
よ
る
透
明
性
の
あ

る
方
法
を
重
視
す
る
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。〔
条
例
に
定
め
の
な
い
各
種

の
協
働
〕
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
協

働
の
試
み
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
必
要
な
相
談
に
対
応
す
る
。

〔
情
報
の
公
開
と
提
供
〕
と
し
て
、

前
記
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

行
政
評
価
制
度
の
活
用
も
含
め
、
行

政
情
報
を
、
多
様
な
媒
体
を
と
お
し

て
市
民
に
公
表
ま
た
は
提
供
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

�
の
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
実

施
後
の
公
表
・
報
告
に
つ
い
て
、〔
個

別
の
事
業
実
施
後
の
公
表
〕
で
は
、

市
民
参
加
の
手
続
き
を
実
施
し
た
場

合
、
原
則
と
し
て
４
週
間
以
内
に
そ

の
結
果
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市

民
参
加
の
ひ
ろ
ば
」
に
公
表
、
必
要

に
応
じ
て
、
そ
の
概
要
を
「
広
報
こ

ま
え
」
に
掲
載
。
市
民
協
働
の
事
業

が
完
了
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
８

週
間
以
内
に
そ
の
概
要
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

に
公
表
し
、
事
業
完
了
報
告
書
は
、

担
当
部
署
に
備
え
置
い
て
誰
も
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
し
て
い
ま

す
。〔
年
間
を
通
じ
た
実
施
概
要
の
報

告
〕
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
さ

れ
た
市
民
参
加
お
よ
び
市
民
協
働
の

実
施
概
要
に
つ
い
て
、
年
度
終
了
後

　

週
間
以
内
に
市
民
協
働
課
で
整

１２理
・
集
約
し
、
報
告
書
と
し
て
、「
市

民
参
加
と
市
民
協
働
に
関
す
る
審
議

会
」
に
提
出
、
総
合
的
評
価
の
資
料

と
す
る
。
報
告
書
は
市
民
協
働
課
に

備
え
置
い
て
誰
も
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
こ
の
報
告
書
の
要
点
を

分
か
り
や
す
く
取
り
ま
と
め
た
報
告

書
（
仮
称
「
市
民
参
加
・
市
民
協
働

白
書
」
）
を
作
成
す
る
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

本
指
針
は
、
条
例
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
今
後
、
市
民
自
治
の
動
き
や

社
会
変
化
な
ど
を
勘
案
し
て
柔
軟
に

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
針
全
文
は
、
市
民
協
働

課
窓
口
に
て
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
指
針
に
も
定
め
が
あ
る

よ
う
に「
市
民
参
加
」「
市
民
協
働
」に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
・
市
民
活

動
を
行
う
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

質
問
・
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
行
政
活
動
に
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
行
政
活
動
の

企
画
立
案
か
ら
実
施
、
評
価
に
至
る
ま
で
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
加

す
る
「
市
民
参
加
」
の
手
続
き
と
、
市
の
実
施
機
関
と
市
民
公
益
活
動
を

行
う
団
体
が
、
行
政
活
動
等
に
つ
い
て
協
働
し
て
取
り
組
む
「
市
民
協
働
」

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
「
狛
江
市
の
市
民
参
加
と
市

１５

民
協
働
の
推
進
に
関
す
る
基
本
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
条
例
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
市
の
取
り
組

む
べ
き
方
針
を
定
め
た
「
狛
江
市
の
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
推
進
指
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課



　

▽
大
笑
い
腹
話
術
「
北
風
寒
い
ぞ
ラ

イ
ブ
シ
ョ
ー
」
１
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
出
演
〕
狛
江
チ
ャ

１１

３０

タ
リ
ッ
ク

▽ 「
鬼
の
お
面
を
作
ろ
う
」１
日
�
午

後
１
時　

分
〜
２
時　

分
〔
定
員
〕

３０

３０

　

組
〔
対
象
〕
保
護
者
同
伴
の
幼
児

１０（
小
学
校
低
学
年
も
可
）〔
持
ち
物
〕

は
さ
み
〔
内
容
〕
大
人
と
子
ど
も
が

協
力
し
て
切
り
絵
の
お
面
を
作
り
ま

す
。

▽ 「
節
分
の
豆
ま
き
」３
日
�
午
後
４

時　

分
〜
５
時　

分
※
鬼
さ
ん
を
募

３０

３０

集
し
て
い
ま
す
。
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
小
物
細
工
教
室
「
ゆ
ら
ゆ
ら
ひ
な

人
形
」　

日
�
午
前　

時
〜
正
午〔
指

１７

１０

導
〕
菅
原
し
つ
枝
さ
ん
〔
定
員
〕　
１０

人
〔
持
ち
物
〕
縫
い
針
・
は
さ
み
・

で
き
れ
ば
刺
繍
針
と
ピ
ン
セ
ッ
ト

〔
参
加
費
〕
３
９
０
円
（
材
料
費
）

〔
内
容
〕
ち
り
め
ん
を
材
料
に
し
た
、

ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
か
わ
い
い
男
び
な

と
女
び
な
を
作
り
ま
す
。

▽
わ
ら
細
工
教
室
「
飾
り
物
の
わ
ら

ぼ
っ
こ
」　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

２１

３０

３
時　

分
〔
指
導
〕
飯
田
久
雄
さ
ん

３０

〔
定
員
〕　

人
〔
対
象
〕
小
学
生
以

２０

上
〜
大
人
〔
内
容
〕
玄
関
や
飾
り
棚

に
飾
っ
て
も
楽
し
い
わ
ら
細
工
を
作

り
ま
す
。

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
い

か
ら
民
家
園
�
（
３
４
８
９
）
８
９

８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
。
た
だ

し
、　

日
�
は
開
園
、　

日
�
は
休

１１

１３

園
） へ 
。

〔
期
間
〕
２
月　

日
�
〜　

日
�

１３

２７

（
土
・
日
曜
日
は
除
き
、　

日
�
は

２７

午
前
中
ま
で
）〔
会
場
〕
市
役
所
２
階

フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

１８

ら〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

▽
校
長
先
生
と
春
さ
が
し
を
楽
し
も

う
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時　

分

１４

１０

３０

〜
正
午

▽
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
湧
き
水
と
小

川
を
そ
う
じ
し
よ
う
〔
日
時
〕　

日
２２

�
午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

※
い
ず
れ
も
狛
江
水
辺
の
楽
校
「
ク

ル
ミ
村
」
集
合
（
雨
天
中
止
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
�
（
５
７
６

１
）
２
８
４
４

〔
日
時
〕
２
月
８
日
�
午
前　

時　
１０

１５

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
西
河
原
公

１１

４５

民
館
〔
参
加
費
〕
大
人
１
�
５
０
０

円
、
学
生
１
�
０
０
０
円
（
す
べ
て

平
和
実
現
の
た
め
の
活
動
資
金
と
な

り
ま
す
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕Ｎ
Ｐ
Ｏ
高
麗
�（
３

５
０
５
）
８
８
４
１

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
市
役
所
第
１
市

民
相
談
室
〔
定
員
〕
５
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１３

�
ま
で
に
産
業
生
活
課
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時　

１８

１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶

１１

３０

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
日
時
〕
２
月
８
日
�
・
３
月　

日
１４

�
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

地
域
で
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い

人
（
利
用
会
員
）
と
行
い
た
い
人

（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、

育
児
に
つ
い
て
助
け
合
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
事

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
員
に
登
録
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
説
明
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時　

１４

１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
岩
戸
児
童
セ
ン

タ
ー
※
託
児
（
２
歳
以
上
）
を
実
施

し
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
３
日
前
ま

で
に
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７

　

民
間
・
公
共
の
賃
貸

住
宅
等
に
お
住
ま
い

の
高
齢
者
の
方
に
�

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
（
生

活
リ
ズ
ム
セ
ン
サ
ー
や
訪
問
電
話
に

よ
る
安
否
確
認
お
よ
び
緊
急
時
の
対

応
）
�
葬
儀
の
実
施
（
万
一
の
場
合

の
葬
儀
の
実
施
）
�
残
存
家
財
の
片

付
け
（
残
さ
れ
た
家
財
の
撤
去
と
処

分
）
の
３
つ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
有

料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
持

家
の
方
は
、
�
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

の
み
と
な
り
ま
す
。　

ま
た
、高
齢
者

の
入
居
を
受
け
入
れ
て
い
る
民
間
賃

貸
住
宅
を
多
数
登
録
し
、
住
宅
探
し

の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
�
東
京
都
防
災
・

建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
�
（
５

４
６
６
）
２
６
３
５ 
（h

ttp://w

w
w
.tok
yo-m

ach
id
u
k
u
ri.or.j

p/
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催
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�

■ 
心
身
障
害
学
級
連
合
展
覧
会

■
２
月
の
古
民
家
園

■
狛
江
市
医
師
会
無
料
健
康
相
談

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕
１
日
・
８
日
・　

日
・

１１

　

日
・　

日
・　

日

１５

２２

２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

■
プ
レ
パ
パ
学
級
（
父
親
学
級
）

■
リ
ハ
ビ
リ
教
室

■ 「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
２
月
行
事

■
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
会

■ 
狛
江
弁
財
天
池
緑
地
保
全
地
区
２

月
・
３
月
の
開
放
日

■ 
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
懇

談
会

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
説
明
会

■
高
齢
者
「
あ
ん
し
ん
入
居
支
援
」

■
映
像
叙
情
詩
「
麗
花
」
上
映
会

お
知
ら
せ�

■ 
就
職
相
談

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
受
付
時
間
は

１９

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
・　

日
�
・

２３

２４

　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

２５

２０

２０

受
け
付
け
〔
対
象
〕
３
カ
月
〜
７
歳

６
カ
月
（
６
週
間
以
上
の
間
隔
で
２

回
服
用
。 標
準
的
な
接
種
年
齢
は
３

〜　

カ
月
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

１８
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

予
診
票

※
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

や
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

よ
く
読
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月
６
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
会
場
〕
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー 〔
科
目
〕
内
科
・
耳
鼻
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
４
時
※
受
付
時
間
は
１
時
〜
１

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

２０
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
２
月
４
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１４

４
時
※
受
付
時
間
は
１
時
〜
１
時　
１０

分
〔
対
象
〕
妊
娠　

〜　

週
未
満
の

１６

３６

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
〔
定

員
〕
先
着　

組
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１２

あ
セ
ン
タ
ー
〔
内
容
〕
沐
浴
実
習
・

妊
婦
体
験
・
育
児
の
話
な
ど
〔
持
ち

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
か
ら
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）
１

１
８
１
へ
。

■  
３
歳
児
健
康
診
査

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
出
張
健
康
相
談
〜
育
児
相
談
も
お

気
軽
に
〜　教

　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

■
育
児
学
級

■
急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
予
防

接
種
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〔
日
時
〕
２
月
９
日
�
・　

日
�
午

１０

前　

時
〜
午
後
４
時
〔
会
場
〕
ビ
ン
・

１０
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー〔
参
加
費
〕

１
５
０
円
〔
持
ち
物
〕
古
着
物
（
羽

織
は
不
可
）・
古
シ
ャ
ツ
・
ボ
タ
ン　
１１

〜　

�　

個
・
裁
ち
ば
さ
み
・
紙
ば

１３

１０

さ
み
・
ミ
シ
ン
糸
・
裁
縫
道
具
・
も

の
さ
し
・
筆
記
用
具
〔
定
員
〕
両
日

と
も　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

正
午
〔
定
員
〕
小
学
生
先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館
�

（
３
４
８
８
）
４
４
１
１
へ
。　

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１５

３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
講

師
〕
安
原
健
允
さ
ん
（
日
本
大
学
教

授
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
を
考
え
る
会

狛
江
市
実
行
委
員
会（
環
境
改
善
課
）

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１９

３０

分
か
ら
〔
講
師
〕
藁
谷
重
孝
さ
ん

〔
内
容
〕
お
ひ
な
さ
ま
作
り
〔
参
加

費
〕２
０
０
円〔
定
員
〕先
着　

人〔
持

２４

ち
物
〕
は
さ
み
・
手
ふ
き
タ
オ
ル
・

手
さ
げ
紙
袋

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
日

�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１７

１０

午
後
１
時
〔
内
容
〕
道
明
寺
ざ
く
ら
・

ね
り
き
り
〔
講
師
〕
山
岸
秀
宣
さ
ん

〔
定
員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
５
０
０

１５

円
（
材
料
費
）〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ

ン
・
持
ち
帰
り
容
器
・
ふ
き
ん

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
午
前
９
時
か
ら
野
川
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２
２
１
１
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１５

４
時　

分
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

３０

〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
（
学
生
無
料
）

〔
講
師
〕
池
田
香
代
子
さ
ん
（
ド
イ

ツ
文
学
翻
訳
家
）
※
同
時
開
催
写
真

パ
ネ
ル
展
「
戦
時
下
の
イ
ラ
ク
の

人
々
」
森
住
卓
さ
ん
の
作
品

〔
問
い
合
わ
せ
〕
平
和
憲
法
を
広
め

る
狛
江
連
絡
会
・
小
俣
�
（
３
４
８

８
）
１
４
３
７

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
〜　

日
�
午

２０

２２

前　

時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
４

１０
時
に
終
了
）〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
出
品
締
め
切
り
〕
２
月　

日
�

１０

※
先
着
順　

席
３４

〔
問
い
合
わ
せ
〕
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
）

〔
職
種
〕
通
所
施
設
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

（
男
性
介
護
等
）〔
資
格
〕
社
会
福
祉

主
事
任
用
資
格
ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー
２

級
以
上
〔
期
間
〕
２
月
か
ら
〔
勤
務

時
間
〕
平
日
の
午
前
９
時　

分
〜
午

１５

後
５
時
の
不
定
期

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

〔
内
容
〕
Ｂ
３
判
ま
た
は
４
つ
切
判

（
縦
横
自
由
）
白
色
用
紙
を
使
用
し
、

色
彩
、
画
材
は
自
由
〔
申
し
込
み
〕

作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
・
作
品
の
製
作
意

図
を
簡
潔
に
記
入
の
う
え
、
２
月
６

日
�
〜　

日
� （
必
着
）

２７

に
郵
送
ま
た
は
持
参

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
オ
ー

ル
東
京
市
町
村
共
同
事
業
実
行
本
部

事
務
局
（
東
京
都
市
長
会
事
務
局
）

〒
１
８
３
�
０
０
５
２
府
中
市
新
町

２
�　

�
１
東
京
自
治
会
館
内
�
０

７７

４
２
（
３
８
４
）
６
３
９
６

〔
資
格
〕
４
月
１
日
現
在
、
都
営
水

道
を
使
用
し
て
い
る
地
域
に
在
住
の

満　

歳
以
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

２０
に
よ
る
ブ
ラ
ウ
ザ
の
閲
覧
お
よ
び

メ
ー
ル
機
能
を
日
本
語
で
利
用
で
き

る
方（
都
区
市
町
の
公
務
員
を
除
く
）

〔
定
員
〕
５
０
０
人
〔
内
容
〕
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
（
年
６
回
程
度
） 、

水
道
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
並
び

に
水
道
施
設
見
学
会
へ
の
参
加
〔
謝

礼
〕
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
１
回
に

つ
き
図
書
券
５
０
０
円
分
を
贈
呈

〔
任
期
〕
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３

１７

月　

日
〔
申
込
方
法
〕
東
京
都
水
道

３１
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ （h

ttp://w
w
w
.

w
aterw

ork
s.m
etro.tok

yo.jp

/

）
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
〔
申
込
期
間
〕

２
月
１
日
�
〜　

日
�
午
後
５
時
ま

２９

で
〔
費
用
負
担
〕
機
器
・
通
信
費
用

等
は
自
己
負
担
〔
応
募
結
果
〕
応
募

者
全
員
に
電
子
メ
ー
ル
で
通
知
（
３

月
下
旬
） 

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
水
道
局
�

（
５
３
２
０
）
６
３
２
７

〔
出
願
資
格
〕
�
市
民
で　

歳
以
上

３５

セ
ミ
ナ
ー�

■
古
布
再
生
〜
シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う
〜

〔日時〕２月１４日�午前１０
時・午後２時の２回上映
〔会場〕西河原公民館
〔入場料〕無料
〔問い合わせ〕西河原公民
館�（３４８０）３２０１

■
西
河
原
映
画
会　

「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬

」

〜
ネ
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
の
友
情
に
涙
が
止
ま
ら
な
い

〜

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
�
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午
後５時まで（電話予約でも取り扱っています） 。チケットぴあ、ミュー
ジックショップ森のうた、小田急ＯＸ狛江店宝くじ売場でもチケッ
トを取り扱っています。

好評発売中

の
方
�
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

し
、
学
習
意
欲
の
あ
る
方
�
年
間
を

通
じ
て
通
学
で
き
る
健
康
な
方
〔
出

願
期
限
〕
２
月　

日
�
ま
で
に
社
会

２０

教
育
課
へ
提
出
〔
出
願
書
類
〕
�
志

願
票
（
指
定
用
紙
）
�
志
願
理
由
書

（
指
定
用
紙
ま
た
は
ワ
ー
プ
ロ
で
Ａ

４
判
８
０
０
字
程
度
）
�
健
康
診
断

書
（
指
定
用
紙
。
た
だ
し
過
去
５
年

間
に
社
会
人
特
別
聴
講
生
で
あ
っ
た

方
は
不
要
）
�
住
民
票
※
�
〜
�
は

社
会
教
育
課
に
あ
り
〔
選
考
日
時
〕

３
月
６
日
�
〔
選
考
会
場
〕
日
本
大

学
商
学
部
〔
選
考
方
法
〕
書
類
選
考

お
よ
び
面
接
試
験
（
た
だ
し
過
去
５

年
間
に
社
会
人
特
別
聴
講
生
で
あ
っ

た
方
は
書
類
選
考
の
み
）〔
合
格
発

表
〕
３
月　

日
�
郵
送
〔
聴
講
科
目
〕

１０

英
会
話
・
教
職
課
程
専
門
科
目
・
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
除
く
商
学
部
開
講
全
科

目
の
中
か
ら
６
科
目
を
限
度
と
し
て

聴
講
。
た
だ
し
、
教
職
課
程
専
門
科

目
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
つ
い
て
も
担
当

者
の
許
諾
が
あ
れ
ば
聴
講
可
能
〔
費

用
〕
�
１
科
目
聴
講
料
通
年
１
万
円
、

半
期
５
�
０
０
０
円
�
教
科
書
・
教

材
等
は
自
己
負
担
�
健
康
診
断
書
・

写
真
等
の
出
願
・
聴
講
手
続
き
に
要

す
る
費
用
は
自
己
負
担

〔
問
い
合
わ
せ
〕
日
本
大
学
商
学
部

庶
務
課
�
（
３
７
４
９
）
６
７
３
５

〔
開
催
日
〕
６
月　

日
�
〔
会
場
〕

２７

エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル〔
内
容
〕 ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
・
マ
ン
ド
リ
ン
な
ど
の
器
楽
演

奏
、
女
声
・
混
声
に
よ
る
合
唱
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
、
和
太
鼓
な
ど
〔
参
加
費
〕

 
▽
音
楽
連
盟
加
盟
団
体
１
万
２
�

０
０
０
円
＋
３
０
０
円
×
人
数
▽
音

楽
連
盟
非
加
盟
団
体
１
万
６
�
０
０

０
円
＋
５
０
０
円
×
人
数
〔
申
込
方

法
〕
２
月　

日
�
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

１５

ま
た
は
電
話
※
出
演
団
体
数
に
限
り

あ
り
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
音
楽
連
盟

「
初
夏
の
音
楽
会
実
行
委
員
会
」・
小

笠
原
�
・
�
（
３
４
８
８
）
５
９
６

５
（
電
話
は
午
後
６
時
以
降
・
留
守

番
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
常
時
）

〔
開
催
日
〕
４
月　

日
�
・　

日
�

２４

２５

〔
内
容
〕
書
道
・
陶
芸
・
絵
画
・
写

真
・
彫
刻
・
手
工
芸
・
華
道
・
茶
道
・

生
徒
児
童
作
品
な
ど
の
展
示
発
表
会

〔
参
加
説
明
会
〕
２
月
９
日
�
午
後

７
時
か
ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
芸
術
協
会
・

平
沢
�
（
３
４
８
９
）
１
６
２
４

■徳永　二男　ヴァイオリン・リサイタル
円熟の道を歩むヴァイオリニスト
長年「ＮＨＫ交響楽団コンサートマス
ター」としておなじみで、退団後はソロ、
室内楽、後進の育成などで活躍。今回は自
らが春をテーマに選んだ曲をお贈りする
とともに「楽器のお話」をします。
３月２７日�　午後３時開演
全席指定　３,０００円
※未就学児は遠慮ください。

■
い
き
い
き
広
場
「
バ
ル
ー
ン
で
遊

ぼ
う
」

■
水
道
モ
ニ
タ
ー

■
和
菓
子
作
り
教
室
〜
ひ
な
ま
つ
り

に
向
け
て
手
作
り
の
和
菓
子
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
〜

■
講
演
会
「
１
０
０
人
の
村
か
ら
憲

法
が
見
え
た
」

■
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
ポ
ス
タ
ー

■小林　桂（ジャズボーカル）＋スーパーク
インテット
若手ジャズプレイヤーでは、人気＆実力ナン
バーワン！春の宵、優しく甘いひとときをお
楽しみください。
３月１３日�　午後６時開演
全席指定　４,０００円
※未就学児は遠慮ください。

■民謡　原田直之
民謡を全国に広めた最大の功労者
「ふるさとの唄」をじっくりとお楽しみく
ださい !! 日本の「こころ」が息づいていま
す。
２月１４日�　午後３時開演
全席指定　３,０００円
※未就学児は遠慮ください。

■
環
境
講
演
会
「
水
の
環
境
」

■
折
り
紙
教
室

■
日
本
大
学
商
学
部
社
会
人
特
別
聴

講
生

■
第
５
回
狛
江
・
盆
栽
展
出
品

■
第　

回
初
夏
の
音
楽
会
出
演
希
望

３２

団
体

■
第　

回
市
民
創
作
展
作
品

２７

■
狛
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職

員

募
　
集�
�

エコルマホール主催公演



　広報こまえ　平成１６年（２００４年）２月１日　�

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談日の１週
間前から産業生活課で受け
付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

カ ウ ン セ ラ ー４日・１８日の各水曜日
午前９時～正午

カ ウ ン セ リ ン グ
・ 心 の 相 談

国民生活金融公庫職員

商 工 会 経 営 指 導 員
１３日�　午前１０時～１１時５０分創 業 相 談

建 築 士１２日�　午後１時～４時住 宅 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付け
OA 機器メーカー SE など１３日�　午後１時～５時パ ソ コ ン 相 談

カ ウ ン セ ラ ー２５日�　午前９時～正午女性悩みごと相談

午後１時から産業生活課で受
け付け。定員６人
※夜間相談は事前予約制

交 通 事 故 相 談 員３日・１７日の各火曜日　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

宅地建物取引業協会５日�　午後１時～４時不 動 産 取 引 相 談

司法書士会調布支部
９日�　午後１時～４時

登 記 相 談
夜間相談　２３日�　午後６時～８時

人 権 擁 護 委 員１９日�　午後１時～４時人 権 身 の 上 相 談

行 政 相 談 委 員２０日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会２６日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測 量 登 記 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

３日・１７日の各火曜日 午後１時～４時相 続 等 暮 ら し の
書 類 作 成 相 談夜間相談　１０日�　午後６時～８時

元 金 融 ・ 生 命 保 険

事 務 経 験 者
２日�　午後１時～４時

ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付け東京税理士会武蔵府中支部１２日�　午後１時～４時
税 務 相 談 会場は同支部（エクレール調

布３階�０４２４-８８-５５５０）東京税理士会武蔵府中支部
毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　 午後１時～４時

産業生活課（午後３時まで）消 費 生 活 相 談 員毎週月・水・木・金曜日
午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室三軒茶屋高年齢者
就 業 相 談 所毎月第２火曜日　午後１時～４時高 年 齢 者

し ご と 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２５日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士今月はお休みです。聴 覚 障 害 者 相 談

母 子 自 立 支 援 員月～金　午前９時～午後４時母 子 ・ 女 性 相 談

介 護 保 険 苦 情 相 談 員毎週火・木・金曜日　午後１時～４時介護保険苦情相談

市教育相談室（第二小学校
内）へ。幼児から中学生教 育 相 談 員月～金　午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

�３４３０-１４１１教 育 相 談 員月～金　午前９時～午後４時３０分親と子の電話相談

直接保険年金課へ社 会 保 険 労 務 士毎週金曜日　午前９時～午後５時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター 電話予約制�３４８８-６７３５毎月第３月曜日　午後１時３０分高年齢者就業説明相談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談

２ 月 の 市 民 相 談

生活相
談

Q & A

訪
問
販
売
で
買
っ
た
消
火
器
が

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
。

８
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き

る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

（　

代
男
性
）

６０

「
お
宅
の
ア
パ
ー
ト
で
す
か
」

消
防
署
職
員
の
よ
う
な
服
装
を

し
た
人
が
尋
ね
て
き
て
、「
ア

パ
ー
ト
は
、
必
ず
消
火
器
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
消
防
法

で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア

パ
ー
ト
に
は
消
火
器
が
見
当
た
り
ま
せ

ん
が
」
と
言
い
ま
し
た
。
定
年
後
に
備

え
自
宅
の
裏
に
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
を
建

て
た
ば
か
り
の
相
談
者
は
び
っ
く
り
し

て
、
業
者
の
言
う
と
お
り
２
本
買
い
ま

し
た
。
そ
の
夜
帰
宅
し
た
長
男
に
そ
の

こ
と
を
告
げ
る
と
、「
す
べ
て
の
ア
パ
ー

ト
に
設
置
義
務
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

明
日
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
聞
く
よ
う

に
」と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
ケ
ー

ス
の
場
合
相
談
者
は
自
営
業
で
あ
り
、

消
火
器
は
ア
パ
ー
ト
用
に
購
入
し
た
た

め
、
一
般
消
費
者
に
適
用
さ
れ
る
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
「
ア
パ
ー
ト

に
は
必
ず
消
火
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
事
実
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
正
確
に
は
、「
床
面
積
１

５
０
�
以
上
の
共
同
住
宅
に
は
消
火
器

を
設
置
す
る
」 と
消
防
法
第　

条
で
定

１０

め
て
い
ま
す 
。 相
談
者
の
ア
パ
ー
ト
は
、 

床
面
積
１
５
０
�
以
下
で
し
た
の
で
法

律
的
に
は
設
置
義
務
は
な
い
わ
け
で
す
。

相
談
者
は
、
業
者
の
言
う
こ
と
を
信
じ

て
消
火
器
を
購
入
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、

民
法
第　

条
（
錯
誤
に
よ
る
契
約
は
無

９５
効
）
に
該
当
す
る
と
思
い
コ
ー

ナ
ー
で
交
渉
し
た
結
果
、
消
火
器

を
返
品
し
代
金
も
返
還
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
法
律
的
に
設
置
義

務
は
な
く
て
も
、
安
全
の
た
め
に
消
火

器
は
設
置
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

〔
相
談
場
所
〕
市
役
所
２
階
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
・
消
火

器
購
入
に
つ
い
て
は
狛
江
消
防
署

Q

消  
火  
器  
の  
訪  
問  
販  
売

消
　費

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
多
摩
川
保
育
園

　
　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

A

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時　

１４

３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
の
小
学
校
４
年
生
〜
高
校
生

〔
競
技
方
法
〕
小
学
生
の
部
、
中
学

生
男
子
の
部
・
女
子
の
部
、
高
校
生

男
子
の
部
・
女
子
の
部
に
分
け
個
人

戦
〔
参
加
費
〕
１
人
２
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
〜　

日
�
の
平
日
午
前
８
時

１０

１８

　

分
〜
午
後
５
時
の
間
に
参
加
費
を

３０添
え
て
体
育
課
�
（
３
４
３
０
）
１

１
４
１
へ
。

〔
日
時
〕
３
月
７
日
�
午
前
９
時
か

ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館
〔
種

目
〕
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
お
よ
び
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
〔
対

象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者
お

よ
び
連
盟
登
録
者
〔
参
加
費
〕
１
組

１
�
５
０
０
円（
当
日
）〔
申
し
込
み
〕

２
月　

日
�
ま
で
に
体
育
協
会
へ

２０

（
平
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
） 、ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
と
２
種
目
参
加
可

〔
問
い
合
わ
せ
〕
卓
球
連
盟
・
秋
元

�
（
３
４
８
９
）
４
５
５
９

〔
日
時
〕
３
月
４
日
�
午
前
９
時
受

け
付
け
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

〔
種
目
〕
女
子
団
体
戦
〔
対
象
〕
市

内
在
住
・
在
勤
者
ま
た
は
狛
江
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登
録
者
の
女
性

〔
参
加
費
〕
１
チ
ー
ム
６
�
２
０
０

円
（
登
録
者
５
�
０
０
０
円
）〔
申
込

方
法
〕
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
郵
送

（
用
紙
は
市
民
総
合
体
育
館
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
） 

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
〒
２
０
１
―
０
０
０

１５１
西
野
川
４
―　

―　

バ
ド
ミ
ン
ト

２５

１１

ン
協
会
・
岩
村
�
（
５
４
９
７
）
５

５
３
４
へ
。

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

４
日
・　
１８

日
・　

日
（
各
水
曜
日
）
い
ず
れ
も

２５

午
後
３
時　

分
か
ら
（
４
歳
以
上
の

３０

子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　
　
１２

日
・　

日
（
各
木
曜
日
）〔
０
〜
１
歳

２６
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時　
１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
２
〜
３
歳
の
子
ど

１０

４５

も
と
保
護
者
〕
午
前　

時
〜　

時　

１１

１１

２０

分■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕
２
階
幼
児
室
〔
時
間
〕
午

後
３
時　

分
か
ら
▽
５
日
�〔
絵
本
〕

３０

く
ま
の
ビ
ー
デ
ィ
ー
く
ん〔
紙
芝
居
〕

お
ひ
さ
ま
と
き
た
か
ぜ
〔
折
り
紙
〕

ハ
ー
ト
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
と
り
か

１２

え
っ
こ
〔
紙
芝
居
〕
に
わ
と
り
な
ぜ

な
ぜ
あ
さ
な
く
の
〔
折
り
紙
〕
に
わ

と
り
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
ゆ
き
の
ひ

１９

〔
お
は
な
し
〕
だ
め
と
い
わ
れ
て

ひ
っ
こ
む
な〔
切
り
絵
〕ゆ
き
の
け
っ

し
ょ
う
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
あ
ひ
る

２６

の
さ
ん
ぽ
〔
紙
芝
居
〕
ニ
ル
ス
の
ふ

し
ぎ
な
た
び
〔
あ
や
と
り
〕

■
ひ
ま
わ
り
の
集
い　
「
ふ
ゆ
あ
そ

び
」〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時
か
ら

１９

１１

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
〔
申
し
込
み
〕

２
日
�
か
ら

■
ト
ラ
ン
プ
大
会　
〔
日
時
〕４
日
�

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分〔
対
象
〕

３０

３０

小
学
生
※
参
加
賞
あ
り

■
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕　

日
�
午

１８

後
３
時　

分
〜
４
時
〔
対
象
〕
幼
児

３０

（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
。
参
加
自
由

■
た
ん
ぽ
ぽ
の
集
い　
「
あ
つ
ま
れ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ー
イ
ズ
・
ガ
ー
ル
ズ
」

〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時　

分
〜

２０

１０

３０

　

時　

分
〔
内
容
〕
児
童
館
の
庭
に

１１

３０

消
防
車
が
来
ま
す
。
体
育
館
で
消
防

士
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
し
ま
す
〔
対
象
〕
乳
幼
児

親
子
。
参
加
自
由

■
豆
ま
き　
〔
日
時
〕

３
日
�
午
前
９
時　
４０

分
〜　

時
１１

■
節
分
・
獅
子
舞
い
と
園
庭
開
放

〔
日
時
〕
３
日
�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

〔
申
し
込
み
〕
当
日
直
接
園
へ
。

■
狛
江
市
卓
球
ダ
ブ
ル
ス
大
会

■
第
８
回
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
駄
倉
保
育
園

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

■
第　

回
狛
江
市
少
年
少
女
剣
道
大

１５

会

ス
ポ
ー
ツ�

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１


